
講演者：森口祐一先生

・独立行政法人 国立環境研究所

循環型社会・廃棄物研究センター長

・九州大学大学院 工学研究院

附属循環型社会システム工学研究センター客員教授

・東京大学大学院 新領域創成科学研究科

環境システム学専攻循環型社会創成学分野客員教授

「資源循環の国際化と国内リサイクル制度の課題

～容器包装リサイクルと家電リサイクルを中心に」（仮題）

日時： ２０１０年１月１３日（水） １０：３０～１２：００

場所： 附属循環型社会システム工学研究センター（ＣＥ４０）

 

２Ｆ講義室

附属循環型社会システム工学研究センター

平成21年度公開講演

＜プログラム＞

10：30～10：35

10：35～12：00

開会挨拶

島岡隆行（附属循環型社会システム工学研究センター長）

公開講演

現在、日本から東アジア圏（中国など）へ“資源ゴミ”（ペットボトル、空き缶、

 

古紙、電子製品基盤など）が輸出され、現地でリサイクル加工されています。

 

国内のみならず国際的な資源リサイクル（資源循環）が日本と東アジア圏で

 

は既に行われております。

循環型社会の視点に立ったとき、資源循環の国際化は国内でのリサイクル

 

制度と共存できるものでしょうか？

資源循環の国際化と国内リサイクル制度の間にある課題に着目し、循環型

 

社会のあり方についてご講演頂きます。

＜連絡先＞

工学研究院

 

環境都市部門

 

環境制御工学研究室

高橋史武

Tel：092-802-3431 / Fax：092-802-3432
E-mail：

 

f-takahashi@doc.kyushu-u.ac.jp
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